
第３回 みえ若者就労支援ネットワーク会議 議事要録 
 

日時：平成１９年１０月 ３日（水）１９時～２１時 

場所：みえ市民活動ボランティアセンター ミーティングルームＡ・Ｂ 

 
 
【 出 席 者 】（２７名） 
市民ネットワークすずかのぶどう  佐藤 
三重県社会福祉協議会 三重県ボランティアセンター 北出 

みえ市民活動ボランティアセンター 三好 

津市ＮＰＯサポートセンター    岩脇 

若者就業サポートステーションみえ 浅井、中川 
いせコンビニネット        浦田 

個人               大塚 
国際ロータリー第 2630 地区     辻 

三重大学人文学部         石阪 
雇用・能力開発機構        大北 

三重県自閉症発達障害支援センター 後藤、正木 

三重県こころの健康センター    岩樋 

三重県生活部ＮＰＯ室       堀木 

おしごと広場みえ         平岩 

三重県生活部勤労・雇用支援室   河村 

三重県若者自立支援センター    飯田、宇佐美、内藤、濱條 

ＮＰＯ寺子屋プロジェクト     井上、岡嶋、川北、白尾、戸上、馬場 

 
【 配 布 資 料 】 

 

（資料１）第３回 みえ若者就業支援ネットワーク会議 事項書 
（資料２）第２回 みえ若者就業支援ネットワーク会議 議事要録 
（資料３）20070909 若者就労支援キックオフイベント ふり返り 

（資料４）第３回 みえ若者就業支援ネットワーク会議 参加者アンケート 
（資料５）第４回、第５回 日程調整シート 
（資料６）親向けセミナー案内チラシ 
（資料７）家庭教育講演会 案内資料 

（資料８）就労体験プログラム チラシ 
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１．自己紹介、お知らせ 

 ○新たな出席者より自己紹介。 
  ・三重県若者自立支援センター 相談員 内藤さん 
  ・国際ロータリー 第 2630 地区 辻さん（辻工務店 社長）･･･ 田中ガバナーの代理出席 

  ・津市ＮＰＯサポートセンター 常務理事 岩脇さん ･･･ 団体として正式参加 
 ○11/4 家庭教育講演会について、司会よりお知らせ。資料７ 

 

２．報告、確認 

（１）メーリングリストでの発言について 
 

 ○市民ネットワークすずかのぶどう 佐藤さんより、経緯説明。 
  ・メーリングリストにおいて、特定の団体を名指しで非難したことについて、表現、方法は

不適切。ただし、当事者本位のネットワーク構築へ向けた想い、自身のネットワークへの

参加意欲によるもの。 
 ○大塚さんより、謝罪、挨拶。 
 ○個人的な想いを、ネットワークに持ち込まないことを確認。 
 ○出席者に、大塚さんのネットワーク参加について確認。 → 全会一致で了承。 
 ○大塚さんは個人として、ネットワークに参加することを、司会より説明。 
 
（２）キックオフイベントふり返り資料３ 
 

 ○岡嶋さんより、資料３・おもて面を読み上げ。 
 
（３）キックオフイベントの親向け、若者向けＷＳの事後報告資料３ 
 

 ○岡嶋さんより、資料３・うら面の親向けワークショップについて、ポイント説明。 
・話せる場が少なかったので、話すことができてよかった、との感想。 
  ・参加者の希望を要約すると、①幸せで元気で居てくれる居場所がほしい、②まず家から外

へ出るためのきっかけがほしい、同年代の訪問等があると助かる、③家から離れて生活リ

ズムがつくれる場所がほしい、個人宅でも団体でもいいから。 

○浦田さんより、若者向けワークショップについて、ポイント説明。 
・ＮＡＳＡゲームを実施し、和やかに進行。 
  ・新聞社のみならず、写真を撮影する人が多くいたが、参加者がそのことに不快感を抱いて

おり、今後は気をつける必要あり。 

 

３．部会別グループワーク 

 ○司会より、資料１・うら面の「グループワークの進め方」について説明。 
 ○<Ａ>当事者支援、<Ｂ>予防、<Ｃ>ネットワークの部会別にグループワーク実施。 
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・自己紹介。 
  ・進行役と記録係の決定。 

・課題や問題、解決策についてのブレーンストーミング。 
  ・情報収束、整理。 

  ・今後の進め方、今年度中の成果目標についての検討。 
 

○部会ごとに議論のプロセスや成果を発表。 

<Ａ>当事者支援 

・当事者の特徴を理解することが必要。 
・マスコミ等を通じた啓発が必要。 

・支援者の力量の向上と、そのうえでのネットワークの拡充が重要。 
<Ｂ>予防 

・社会とのつながり、コミュニケーションの欠乏が問題。家族内でも同様。 
・それにより、学校と社会とのギャップが拡大していることも問題。 

・そうした悪循環により、生きる意義や働く意義を見失いがちになることが課題。 
・失われた価値観を見直し、基本となる考え方を提示することが今後の方向性。 
<Ｃ>ネットワーク 

・ネットワークへの参画を働きかける対象は、企業、市町、地域。それぞれについての課題

を抽出。 
・ボランティアを若者就労支援の中でどう位置づけるか、ボランティアにどういう見通しを

持って参加してもらうか。 

・ネットワーク内での連携を密にしていくための課題を抽出。 
 

 ○司会より、資料１・うら面の「注意事項」について説明。 
 

４．その他、次回予定等について 

○司会より、参加者アンケートの回答依頼。資料４ 

・キックオフイベントのふり返りについて。 
・ネットワーク会議の新名称について。 

・ネットワーク会議の進め方について。 
○司会より、第４回、第５回の予定調整依頼。資料５ 

○浦田さんより、若者就労体験プログラムについて説明。質疑応答。資料８ 

○岡嶋さんより、親向けセミナーについて説明。資料６ 

 
以 上 


